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皿．丁加W御e8に見られるモダニスト・V．ウルフ

今泉　瑞枝

1

　モダニズムと深い関わりを持ちながらも，岐れ

ていったD．H．Lawrenceとは違って，モダニズ

ムの中枢にあって，個性的な創作を続けた作家の

一人がVirginia　Woolfである。彼女のもっとも実

験的な作品である丁舵Wαve5（1931）の中に，モ

ダニスト・Woolfの展開を見ていきたいと思う。

　David　Lodgeは〃ode50ブModθmWア∫置顔8の

中でモダニストの小説のさまざまな特徴を列挙し

ているが111彼の主張するモダニズムの多岐にわた

る新しい方法は，彼らの時代には共通のリアリテ

ィが失われていると考えるモダニズムの作家たち

の，新しいリアリティを見い出すための方法であ

ることは論を俟たない。換言すれば，リアリティ

は，新しい方法を開拓した芸術によってのみ把握

されるのである。このモダニストの姿勢は，リア

リズムの作家と較べるとき，作品と現実の関係を

逆転させることになる。

　From　the　position　that　art　offers　a

privileged　insight　into　reality　there　is　a

natural　progression　to　the　view　that　art

creates　its　own　reality　and　from　there　to

the　position　that　art　is　not　concemed　with

reality　at　all　but　is　an　autonomous　act　ivity，

a　superior　kind　of　game121

　必然的に二種類の芸術が生じることになる。r人

生を模倣する芸術」とr人生が模倣する芸術」で

ある。Lodgeは，後者，すなわちモダニズムの文

学の原理を，Oscar　WildeやT．S．Eliotらの主

張を借りて次のように説明している。

nefundament21phndpleofonesideis　d皿tart　hni臣tes　life，and　is
therefore　b　the　last　analysis　answemble　to　it：art　must　tell　the　t㎜th

about1恨and　ooロtribute　to　makhlg　it　better］or　at　least　more㎞レ1e．

　　　　　‘L伍e㎞itates　art，，Oscar　Wilde　d㏄lared，1meI皿皿g
（a　structumlist⑳4擢’α1εffr8）that　w¢compose　the　reality　we　perc¢ive

by　menロ1strucnlres　thatare　culnlml　notnatural　in　orig血，and　d皿t　it

is　art　which　is中ost　l丑【ely　to　ch且ngc　and　renew　dlose　stn二culres　when

they　b㏄om¢tired組d　m㏄hanical．（‘Where，if　not　from　the
Impressionists，do　we　getτhose　wonderful　brown　fogs　that　come

cr㏄pingdo㎜ours紅㏄ts，bluπingthegas－lampsandchangingthe
houses　intomonstrous　shadows～’）2W㎞t，then，fromthis　pointofview

does　art㎞itate～The　answer　is，ofcourse，otherart，esp㏄iallyother　art

ofthe㎜e　k廿1d．Poems　are　notmadeout　ofexperience，they　are㎜de
out　of　pocロ了一→山at　is，dle　tradition　of　dispos血宮仕1c　possibilitles　of

lang㎜ge　to　poetic　ends．T．S．Eliot’s‘Tmdition　and　dle　Individual

Talent’is　a　classic　exposition　of　the　idea．It　is　not　so　often　applied　to

prosε行ction，but　novels，too，are　demonstrably　made　out　of　o廿1er

novels，and　nobody　could　whte　one　wi出out　hav血g　read　one　f㎞t、In

sho虞，art　is　autonomous．13ト

　Lodgeの真意は，いわゆるこの二種類の文学

を別種の文学と見なすことを克服して，これらを，

統合する視座を獲得することにあるのだが，本論

の目的は，モダニズムの小説とリアリズムの小説

の共通点ではなく，むしろ相違を抽出することに

あり，Lodgeの考察もその面から参照することと

する。

　共通のリアリティが失われたと考え，芸術によ

って，その現実を模倣するのではなく，現実のカ

オスの中に真実を発見しなければならないと考え

るのはWoolfも同じである。

　We　must　reflect　that　where　so　much

strength　is　spent　on　finding　a　way　of

telli　ng　the　t　ruth，　the　t　ruth　it　self　is　bound

to　reach　us　in　rather　an　exhaust　ed　and

chaotic　condition．｛4，

　このような方法論は，方法の採用によって，現

象の背後に迫ることを目的とするのであり，際限

のない知的努力を要求するものである。しかしな

がらこれは文学に限らず，モダニズムの時代の芸

術一般にわたる風潮であった。

　Not　only　literature　but　all　art　of　the　period

seemed　to　be　intent　on　stretchi㎎the　fnind　beyond

the　very　limits　of　human　understandingゴ51

芸術が人生を模倣するのではなく，人生が芸術を

模倣するのだという表現は，下手をすれば，モダ

ニストの作家たちの傲岸さを印象づけ，彼らの真

摯さを傷つけかねない。がやはり，彼等の努力を

正当に評価するときに，決して的外れな表現では

ないことを　丁勧四砂e5を吟味することによっ

て明らかにしたいと思う。

H

　Woolfは丁短甲αve5を完成する前に，二つの

草稿を書いており，モダニストとしての方法への

模索を我々に如実に見せてくれる。人生が芸術を
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模倣するという言葉の意義を，丁加四脚e5のもっ

とも重要なイメージとなっているr波」の意義を

吟味することによって考察するつもりである。

　第一の草稿（以下D　Iと記す）を書き始めた時，

Woolfは，作品のタイトルとして，“The　Moths7

“Moments　of　Being；’“The　Waves”の三つを

考えており，DIの書き出しは，“The　enormous

moth・…”　という言葉になっている。　r波」と

いう言葉が登場するのは七頁目に入ってからであ

り，登場人物である子供たちの世界の遠景にある

海のr波」として，ナレーターの語りを通して現

われる。

　　　　　　　　　　　　　And
d鳩n　dle　s¢a，movlng，has　sho㎜truly　d鱈t㎞ct　from　the

行elds．The　bad8er　has　skぴ！kcd　home．＆the　vast虹gh　of

　　　　　はハp¢opk｝slooping　has　stirrcd＆brokenl　Many　mothers，＆before　them

㎜y㎜出crs，＆aga血㎜y　modlers，have　gr（M皿ed，＆fa11e口

b一．Uke　one　wa▼e，㎞succeeding
anothcr．Wave　aftor　wa鴨，endlcssly　sinking＆f出ing　as　far　as　the　eye　can

strotch．And　all　these　waveshave　b㏄n　tho　prostrate　forms　of

mothors，ill　thcir蝋nightgowns，withthe　tumbled　sheets　about

thom　holding　up，with　a　gr㎜，as　they　shlk　back　into　the　sea，

曲剛繍．161
　D　Iに初めて登場するr波」は，数多くの母たち

を表わす。一つのr波」にうち続くr波」のすべ

ては，眠りから目ざめたナイトガウン姿のひれ伏

した母たちで，彼女たちは砕けて海に戻る時に，

無数の子供たちを波打際に残してゆく。この三頁

後でも類似の表現が現われるが，そこでは「波」

である母たちが“the　children　of　the　innumer－

able　waves”を生み，その子供たちはナレータ

ーにとって，孤独の思いを分かちあうことによっ

て，苦痛を取り除いてくれる仲間として受けとめ

られている。　r波」への，ナレーターの思い入れ

からは，作者がr波」を，極めて日常的な，身近

な人間存在と感じていたことが伝わってくる。し

かし，出発点における作者の感情は，むしろ吐露

されることによって整理され，D　Hでは削除され

ているのである。又，DIではくり返し描かれて

いる，各々のr波」が一人の子供を腕で差し上げ

浜辺に投げ出してから茫漠とした海に沈む光景も

DHや完成作品では姿を消している。

　For　every　wa▼e，be㎞磁阻nk脚cast　a
child　fヤom　it；before　it阻nk　into　the　obscure　body　of　the　s障a・一・

　　　　　　　　　　　　　lD1．，p．10）

　こうしてみると，D　Iの初めの方に登場する，

母たちに例えられる「波」のイメージは，D皿や

1987－3

完成作品のr波」に較べると，きわめて人間臭く

かつ視覚的なものであることがわかる。未だ象徴

化されたとはいえないのである。しかも言語に注

目する時に，作者は決してこの程度のr波」の意

義づけに満足しているわけではないことがわかる。

通常“the　waves”という形になることの多い
r波」を，“One　WaVe；’　“W　aVe　after　WaVe；’

“all　these　waves；’“every　wave”と表現して

いるのであり，作者が，言葉を通してr波」の動

きを解体し，r波」の与える印象を多角的に生き

生きと捉えようとしていることが推察できる。き

わめて身近な感情から出発しつつ，現実を解体し

て，リアリズムを越えて進もうとするモダニズム

の作家の努力の一典型を，ここにも垣間見ること

ができるのではないだろうか。

　D　Hは，D　Iと違って一人称のナレーターは登

場せず，海辺の情景のインタールードを挟みなが

ら，登場人物の独白が各々の章を構成する形が整

えられており，作品の秩序づけができあがってい

ることは明らかである。小説のタイトルはすでに

Tんε四αve5となっている。

　　　　　Tho　Wavos、

　卓The　sun　had　not　yet薗n、　一軸

　　㎞．The鴉a鋤w鱈血dbtingu底hablefrom
　　　　　　　　　　　　　　血5置■cloUI　hユd
　　thesky、exceptthatthegoaw邸“ghdycro脚d；㎞grey

　　荘ke　a　do廿L　A“　G舳，　A詮d　Gmdually，

　　the　sky　whitened，

　　曲酬
　　舳a　〔lark　bar　lay　on　the　hohzon；〔li▼iding　thc　sea＆

　　the盛y；＆㎞thc　grey　crea鵠d　clo廿1bec㎜o

　　d㏄per＆deepcr；＆dle　barswh－　　　　　c　ed　across　it

　　were　longbadke　　　　　．　baπc〔1噺th出ick　strokes．

　　mo両ng，on¢after　another，across　tho　b爬ε〔1th　of　the　sea，

　　1℃呂ularly．　丁抽

　　In廿1ccoour　弱li帥t　eybro　　u　　n　t

　　㎏ach＆側離圃lmy謝hwa鴨
　　Asthcy欄thebo巳shorc榔
　　一h，＆becamc舘P訂ate，掘hea匹dit鵠lf
　hlgh，＆“arched　i鱈back，cunred

　　downonth　　　’蜘upitssray
　lay　ny　a　plume　of　spmy＆dashed　itself　down　on　the

　st。n。s．Af卸。f曲watcr曲鍵雲客出血9

　曲acr（｝騰貴1e　s孤d，mIe〔l　hollows，bent　the

潮器量。lly；～　da鵬。。n臨en組。wly舳繍罷ck．
恥n呂thclit蜘［　　］

　　　　　　　　　　　　And出on　ano出er　feU；

・繍翌P1、識譲㎞曲血
　　一廓，likea　　washeavy

th■tof且　a　blunt　lnallet職｛榊槻on　a　s田kc，

ened；

㎞ 甜，

蜘

1　　　1　when　　　　　　　　had　fauen．　　　　there　was　si］ence

＆then，｛憾the蹴｛繍綱into　thesea、there　was且



今泉瑞枝：皿．丁漉Wα麗5に見られるモダニスト・V．ウルフ 47

1ong　shuddering　sigh，as　the　pebblos　were　tumed　over，

＆thewaterwentbacktothesc且．〔D　H．，pp．401～2）

　DHに初めて出てくるr波」は，“each　wave”

となっているが，その前に“long　backed　waves”

後に“the　wave”という言葉が消されており，

r波」の形態が作者にとって大切な問題になって

きていることを示している。“each　wave”とい

う表現も，先にあげたD　Iの“one　wave”，“every

wave”@が整理されて生まれてきたものであり，

個々の人間を表象するものと考える時，視覚的な

r波」の形からはやや遠ざかり，観念性を増して

いる。作者Woolfが，現実を解体する努力からさ

らに一歩進んで，　r波」のイメージによりかかり

ながら，思考をまとめ，秩序を構成しようとする

姿勢がこのあたりから顕著になり，完成作品によ

って，その方向が明確になる。

篇辮ム4耀ア’所臥　ル∫‘4棚晒な卿な鋤みか卿
鋤’わ，伽ゆ’伽’伽欄棚物助㎜」46ヴ4漉坊動イ
”崩’動鼠　σ醐4∫伽勘鰍茄㎞〆‘疏滋伽吻
側痂嫉伽醐㎏伽翅」碗擁漉∫勺鵡げ伽”‘あ泌
㎞”’㎞∫蜴躍流臆漉∫前々∫卿粥㎏，卿φア謝伽ち㎞渉

伽ψ，声価㎏傾動伽ψ謂峨‘繊5繊加，齢細砂・
　」4∫吻痢囲伽∫伽解渉齢”∬，姻訟”弧勧ん繍げ

雛翻識臨離藷巖．朧；
　劇’鵡削晦催’ケ　c醐伽嫌蝕r酬伽動向a醇
㎞胴‘加4’ヴ珈∫必躍躍動幽04触肋配備患
翻’解痂』勧’脚。酬〃，如，痂吻‘酬“ヴ砺
訓煽ん∫山崩錦’伽飼鳳犀σが砺㎝ヅ4劉鳳顧
融」㎞坊伽ん唾躍鰯＾瞬躍4〃ゆ醐r声’臨∫ヅ
痂ん，騨㎝り4加凋4”∬伽吻晒物A仙ガ‘
μ．御伽層層ん吻噌励r“1砺凌””剛『ん㎞創
価’“’ん鱈酬り力犀伽鯉喚声塊割
魎ぽ動屠㎝伊伽伽’偽砺∫劇物戸翻”繊η碗卿
4験．σh助伽伽’ヅ伽瞬坤””」物■
㎞㈲趣罐，㈲魚鋤』聯隅滅ゐ脚諭噸ヅ山脚伽
♂ワ吻偏勉ψ’副加回」駒4厩伽傭」ヅ」ψム勧・

篇ゆヴ鋤欄伽ウ㎞！加”卿4勿輪
編げ脚塊』繭ぴ出』廉’伽””‘伽∫’用ぬ」鳳
∫加ウ砺㎝r伽’んμ伽縛冠冠三’雌r徽’加駒

割酬加㎞醐∫副鯛縮緬ヴ砺嫌，鵡’認欄瞬以勧一偏”凶171

　完成作品の冒頭のインタールードは，ほぼD　H

の冒頭の表現を踏襲しながらも，初出のr波」は，

“thewave”となり，“1ike　a　sleeper”と，その

リズムが眠っている人間と直喩で結びつけられて

いる。さらに“unconsciously”という言葉によっ

て，人間存在の無意識の世界との連続性が強調さ

れているのである。又，D　Hにおける“each

wave” ｪ，各々のキャラクターを指し，“each

wave” ﾆ“the　sea”の関係が，個々の人間と人類

全体の関係を連想させるとすれば，“the　wave”

は，キャラクターと結びつくと同時に，“each

wave” 謔閧焉Cより普遍的かつ原型的な人間存在

を想起させる言葉である。そして，“the　sea”と

の関係では，一人の人間が全人類の一部であると

ともに，全人類を内に含む存在であることを無意

識界のレベルをも包括して想起させるイメージと

なっている。“the　wave”と“the　sea”の関係は，

小宇宙としての個人とそれを含む大宇宙との関係

に相当すると考えられる。このようにみてくると，

“the　wave”が“a　sleeper”のようだという表現

は，きわめて抽象的なものであり，三段階の手つ

づきを踏んで到達したものといえる。

　第一段階はD　Iにおけるr波」の扱いのように，

r波」の多様な姿を可能な限り描出することによ

って“the　waves”という表現に満足しがちな現

実を解体しようとする努力である。第二段階は，

様々のr波」の形を整理することによって“each

wave” ﾆいう形にし，現実のr波」との分離をす

すめて，小説に秩序と構成をもたらす原理として

の意義をr波」にもたせることである。ここまで

の段階で，作者は，現実を解体し，必要な美学的

方法を確立したわけである。しかし，Woolf

にとっては，真実を招き寄せる方法は，これでは

充分ではないのである。第三段階として“the

wave” ｪ“the　sea”の一部である関係が確立し，

それに無意識界の表象としての次元が加わって初

めて，　r波」は，無意識界という心理学的にしか

理解することのできない，未知の分野をも表象す

るものとして，未知の世界を小説の内部にとりこ

むことを可能にする。無意識界という，人間存在

の謎の部分でありながら個人の人間性を大きく左

右する部分が，r波」の性質と関連させられるこ

とによって，意識的な部分との関係が明らかにさ

れてゆくことになる。Woolfが必要としていたの

は，理性の限界をこえて作者を進ませることので

きるクリエイティブな役を担うイメージだったの

であり，r波」は，個人と人類と，意識と無意識と

を内に含む存在として，本能そのもののような

r蛾」をしのぐイメージだったのである。

皿

　次に登場人物の各々と　r波」を対応させるにあ

たって，作者が細心の注意を払っていることに注

目しよう。Woolfは，“the　wave”という表現を軸

にして，人物の各々に，非常に微妙な形のr波」

を与えている。まず1登場人物の中で，“the　wave”
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に例えられるのは，独白の場を持たないPerciva1

のみである。DIにおけるPercivalを例える“like

the　waves”によって，彼もまた，他の六人の人

物同様，　r波」と関連をもたせられていたことが

わかる。

　　　　　　　　　　コ　
Percivai　would　havc謝d，一y4㎞
　　　　　　　　　　　
　　i　　　　laugh五ngatus韻，㎞一l
at　our　solemnity；our　respcctabihtyl　he　would　have80ne　winkinB

liko　the　waves；he　would　have　spread　himself，like　thi～man．

in　a　ripple　of　laughtcr．　（D　L，P．256，ε皿p㎞∫3　α面εご）

　作者がPercivalを如何なるr波」にしたかは，

Rh（xiaが自殺への衝動を語っている部分のD　Hと

D皿を比較すると明らかになる。

　　　　　　　　　　　　I　will　IOO託

the　tumult　in　my　heart－which　is　like　the　wavcs．

I　wimet　fly　my　arrow；＆thc　chained　hounds

shall　race，＆I　sha皿頷ve　myself　to　the　waters

I　sha皿鰍no　longer　restrain　this　leaping，this

bomtythisin鵠nsatedesirc，rough＆［undulant？1，

3roat＆powerful　like　the　waves　of　the　sea，to　be．

　　　　　　　　　　　　　　　　　1～out　of　this　quit　of　this　free　of　this，away＆away

（DE．，p。581，ε瀧pAα3」5αddeホ）

　　　　　　　　　　　　　　　　Now　I　wiU　rc一
掬uish；now　I　wiU　let　loos¢・Now　I　wln2t　hst　frcc出c

ch㏄kcd，thc　lcrkcd－back　dcsire　to　bc　spcnt，to　bc　consumcd．

Wcwn19崩・pt・gcthc：ovcrdcsc虞hmswhcrc出“w狙・w
dipshcτwingsin血rkp。・15andthepilhrsstandcntirc・地
山。　r随vo　dut　d2shcs　u　　n　thc　shore，into　dユ。　wavc　dut且in

i口w●に。こmtothcuttormostcornc∫sotheca　Ithτow
m　▼io㎞，m　o面面ロ　toPc∬ゴvd・”（丁五e　W⑳e8，p．117，

ε皿P加思∫8　畝fed）

　D且の部分にはなかった“the　wave”が，D皿

に登場し，しかも，それはPerciva1に符合するも

のとなっている。彼は“thewave”なのである。

　これに対してJinnyの場合は，D　Hでも完成作品

でも“the　brisk　waves”であって“the　wave”

ではない。

And　now　the　tide　sinks，＆冊y　the　brisk　waves　that

slap　my　sides　rock　gently，＆my　heart　rides　at

Imchor，like　aも撫sailing　boat，whose　sails　slide　slowly

to廿1edeck．（D皿．，μ448，επ乙Pんαε∫8　αdぜed）

　“Now　th艦曲曲．Noマthc　t鵬cs　oomc　to　c蝋h；thc

b雌wa鴨th覧t5hpmアdb5md【mo鶴9副y，皿dmy
h目口t　tidc8■t書画，H』c£　幽区4x鴻t　who詫　創直』　51坦。

“oマ1y　dowロ　o血　蝕D　d鵠　▼M鵬　deck　　Thc　8細口鵠　b　o▼c＝。

1987－3

Wc皿u8t　go奴，憶ODW・”（Tんe四αッe8，P。33，ε皿P馳5f5αdごe‘∫）

　水の形は，Jinnyに結びつけられる時，ほとん

ど常に動いており，定まる形を持たず，本能的な

衝動に突き動かされて生きているJinnyの生き方を，

負の面をも含めて象徴する。D　Hと作品で，彼女

に関するr波」の形が変わらないのは，Jinnyの性

格と，　r波」の形の中で彼女が担う部分は早くに

明らかになっていたからであり，彼女が伝統的な，

あるいは典型的なキャラクターの系譜からあまり

外れてはいないことを示している。

　Susanの場合はr波」は，彼女の内部にではな

く遠景にあって，自然の原理としての死を暗示し

ている。

　　　　　　陥ere　l　live　the　waves　are冊｝

mneslong，＆greyl掬Onwintersnightse冊we

hear　them　boominglike　guns．丁融

㎝H細e．My㎞㎎
酬．＆last　Christmas　a　mall　was　drowned

sittingill　h捻cart．（DH．，μ446，e肌p㎞∫8　姻εd）

Atho鵬thc贈啓解cmnelo．Oa血敏aigh鎚wc
㎞加　面噛L雌t　鵬“㎜剛面wncd
“醜■onc血h』c”t”（Tんε　Wωεs，P・32・e餌Pんα8‘8

曜ed）

　壮年期になるとSusanを運ぶ生命力に充ちた時

の流れを表象するが，それがSusanの内部にない

ことによって，彼女の，Bemardへの愛が成就し

なかったという喪失感と呼応する。

　Rh（xiaと結びつけられるr波」は，DHでは，

“thewhitewave”（DH．，p．512）であるのに，完

成作品ではr波」であることを取り消され，単な

る白い泡にされてしまう。

1釦ロtねD　bc　b∫o』自己．　1釦m　to　bc　dedded色皿my且且，　1鎖国L　to

boα5tup絹ddo▼踊m・ngth㏄emcn釦dwomcn，Mth
d蟹藍f　t▼i“上i｛鳩丘に。5，widl　d製丘【　1y血9　釦Dngues，hk¢　激cOtk

oロ皇双》ugh襯」　1試kc盒亘bbo皿of　wccd　I創m臼ロng蝕r　c▼e月r

dmothodoo：opo邸・1轟mぬ血皿山tsw㏄P5皿d仙
thcut㎜t血drthB舳Ψithw撞釦mc55；hm含1go亀
8風hc鵬hl　thh　mm。”　（Tんε　Wα”e8，p．77，　e”ψん。ε∫ε

α湿εd）

　肉体によって生きるJinnyに対し，自分には肉体

がないと独白するRh（xiaは，自己の肉体からさえ

疎外されている存在であり，r波」に例えればそ

のr泡」にすぎない。Rhαねは，人間が存在の連

続性を失ったとみなされるモダニズムの時代を背

景にした，もっとも断片化された存在である。しか

もWoolfが切実な共感をもって作りあげたのは，

Rhodaの肖像である。彼女は，存在の苦境を表す

人物として，モダニズムの時代の申し子といって
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もよい。

　Louisの場合は，D　nまではr波」との関連が

扱われていなかったのであるが，完成作品では入

れられており，作者による秩序づけへの配慮が感

じられる。　　　　　　　　　　　　　．

　“Now　we　have　received，”said　Louis，“for

this　is　the　last　day　of　the　last　term．．．．

The　bird　flies；the　flower　dances；but　I　hear

always　the　sullen　thud　of　the　waves；and　the

chained　beast　stamps　on　the　beach．It　stamps

and　stamps．”（Tんε　Wα∂εs，PP．41－2）

　Louisと関わるのはr波」の音であり，浜辺に繋

がれた獣のならす足音に似て陰気な響を伴う。彼

の聴覚で捉えられたr波」は，視覚で捉える

r波」よりも，否応なしに彼の内にせめ込んで，

存在の連続性を断ち切られて生きることを強制さ

れる彼の宿命の苦悩を表している。

　Nevilleに対応するr波」のDHから完成作品へ

の変化は，そのまま，D　Hと作品の，完成度にお

ける距離を示すものでもある。

　Now　there　begins　to　rise　in　me　the　familiar

rhyt㎞：w・アdε，疏α重んα”ε’α‘屈・7ηαπ孟，」疏θ

α　σ包∫ε孟　8eα，　πozo　飢π　‘π　ωαかe8．　Could　　I

catch　the　moment，could　I　let　my　whole

being　fly　on　its　　back，　lying　　　light，　　1ying

with　my　hair　blowing，　I　could　then　be

what　in　my　maddest　moments　I　believe

myself　to　be－a　great　poet．（D　H．，p．487，

e即んα8∫8αdded）

　Now　bcgins　to　rise　in　me　the　familiar

rhythm；ωo　rds　彦んαむ　んαue　Jα∫η　　do7ηαπ云　πow

Z‘∫孟，η・ω舌OSS孟んe‘7C7ε8彦8，αηd　fαJJαπd

7∫8e，απdプαJJαπd7∫8εα9α∫π．lamap・et，

yes．　Surely　I　ama　great　poet．．＿

Yet　even　as　I　feel　this，I　lash　my　frenzy

higher　and　higher．　It　foams、It　becomes

artificia1，insincere．Words　and　words　and

words，how　they　gallop－how　they　lash

their　long　manes，and　tails，but　for　some

fault　in　me　I　cannot　give　myself　to　their

backs；I　cannot　fly　with　them，scattering

women　and　string　bags　There　is　some　flaw

in　me－some　fatal　hesitancy，which，if　I

pass　it　over，tums　to　foam　and　falsity．

Yet　it　is　incredible　that　I　should　not　be

a　great　poet、　　（Tんε　Wα”e8，　　pp．59～60，

e即五α8∫sαdded）

　注目すべきことは，D且の“words，that　have

lain　dormant，hke　a　quiet　sea，now　run　in

waves2’という表現が，完成作品では，“sea”も

“waves” 熄ﾁ去されて，“words　that　have　lain

dormant　now　lift，now　toss　their　crest　s，and

fall　and　rise，and　fall　andrise　again．”のよ

うに，　r波」のリズミカルな動きを表現する言葉

に変わっていることである。　r波」という言葉が

消えることによって，逆説的に，読者はNevilleの

独白の背後に，　r波」の存在を強く意識するよう

になり，　r波」のリズムの力強さと人間の創造力

の漲った状態を対応関係にあるものとして捉える

ことになる。ただしNevilleはこのr波」に身を委

ねることができないのであり，彼も又，断片化さ

れた存在なのである。

　上記の六人の人物のr波」は，“the　wave”である

Perciva1を中心にして，Jinnyのように，限定つ

きのr波」であったり，Susanのように周辺にの

み存在するものであったり，Rhodaのように，そ

の破片である泡であっさり，Louisのようにr波」

の音であったり，Nevilleのように，その上に身を

委ねることのできない，通過してゆくr波」であ

ったりする。すなわち，“the　wave”の断片とし

てのr波」にすぎない。これに対してBemardは，

Percivalのように“the　wave”そのものではない

ながらも，自らの裡に，“the　wave”を創造する

唯一の存在になっている。Bernardのr波」は様

々の矛盾する性質を示すのだが，ここでは，彼が

“the　wave”を作り出す瞬間のみをみてみよう。

And　dlen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　珈｝

he　got　up＆went；we　an　got　up：＆here　I　ask　you　to

follow　a　spi亘t　　experience　w　－　　　can　only　give　by　the

visualm　　o　　atlittledropofsed㎞entwhichis

one　　，　　　　＆廿1en　when　they　were　all　gone，I　had　the

e　iting　sense　that　in　me　somethin呂舳d　had　formed－some

grain－which　falling，brought　to　the　ground，a　wavc，a

sense　of　being　precipitatcd，formed・falling一　（D　H．，p．676，

ε，πP加8∫3αfded）

　　　　　　　　　　　　　But　I，P盒u』皿9，100ked
■t　tho　trec，細口d圏1100kcd㎞菖u㎜皇t　d鷲血τy釦記yoUow
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b幽，50＝臆鑓d㎞t血ロコed二1致｝ロコゆd二色d∫OP髭皿；

1良n－t㎞tis，f：omsomcoomplctcdc・pcr⊥cncclhad
cme！96己　（丁五ε　Wα創e8，PP．179～180・eマπP加部ε　σ4de‘f）

　D皿の“a　wave”は，作品では“a　drop”となっ

ている。“a　drop”がおちることが，ある体験の

完了を意味するのであるが，これは，“the　wave”

を内に持ちえたとは未だいえない状態であり，

Woolfは，慎重に，DHの“a　wave”を，作品では

“a　drop”に格下げしている。ちなみに“waves”

になることは，“thewave”になることは全く異

る意味をもつことを下の引用で確認しておこう。

　　　　　　　　　　　　I　could　not　rccovc。mysclf
from　th二t　endloss　throwing2way，dissipユtion，aooding　forth

withoutourwiUingit薩ndmshing5・undlcsslyユw皇yout
thcrc　under　thc　archcs　of　tho　bridgo，round　somc　dump　of

tr㏄s　or重n　isヒnd，out　whcrc　sea－birds　sit　on　stakcs，ovcr出。

∫・ughe・odwatcft・憶・mcwa▼㏄inthcsca－Ic。uldnot
■㏄ovc【mysclf　fτom　th二t麺．So　wc　p二【tcd、

（丁五e　Wα”εε，p。198，e皿pゐα8∫8　α’dε‘f）

　“the　wave”は特殊なr波」であり，すでにD

HからBernardのみが生み出すことができるもの

となっている。

Yes　this　is　the　okk　etemal∫enewa1，

re樋vd＆ret肛n．The　wave　in　me

on㏄mo∫e　riges：mls　it舘！f：l　am

aware　once　more．ofa　new

desire；of　something　swelling

proud　as　the　mane　of　a

holse　whose　rider，mounted，

arst　spurs，then　pu皿s　h㎞．

back．（DH．，p．742，e皿p加3給αddεご）

　“Apd血mctoothcwavcri謝．Itswells；itarchesits
b糞ck．I　am蕊w紅。　oΩ㏄mofc　of　a　ncw　desire，somcthing

血ing　bcae皇th　mc且k¢thc　pτoud　horse　whosc五dcr　Hrst

5P腕組d加．P曲㎞・悔改W㎞tcn。myd。wcnow
p㎝戯vc2dvユncmg　ag血st　u5，you　whom　I　ridc　now，as　wc

鋤d酔wing面sstにtch。f鉾vement～lt玉sd。a出・D舳
i5dユ¢c皿cmy，　It　is　dcat】ユ£ga鵬t　whom　I　ridc　with　my　spcaτ

couchcd組dmy腱qyi㎎b息ck且ko色ア。㎜9㎜’s，hkc
Pcエdvユ1’s，whcn　ho　g心oped　in　Ind血．I　stdko　spurs　into　my

h・鵬A鈎sty・uI祀伍ngmy蝋皿vmquishedand
unyiddi皿9，0E版面！，，（TんεWσ”εε，P．211，θπψんαε∫s　αddε‘f）

　作品の冒頭に出てくる“the　wave”は，“a

sleeper”と結びつけられて，無意識的な領域をも

含めて人間を表象するが，小説が展開するにつれ

て，“the　wave”に例えられるのは，六人の登場

人物が一様に崇拝するPercivalのみである。彼ら

の独白は，彼らが“the　wave”ではないことを表

1987－3

明していく。彼らは“thewave”になるためには，

何かが奪われた人間としてキャラクタライズされ

ている。彼らのr波」の不完全性は，断片化され

た宇宙に生きる断片化された個人の存在の苦悩を

象徴することにもなる。そして，いわば，“the

wave” ﾉなること，あるいはそれを生み出すこと

が，彼らが存在の全体性を回復する方法なのであ

る。Bemardの“the　wave”を獲得しようとする

努力は，作者Woolfの，彼との共同作業であると

もいえよう。登場人物の出発点と到達点に“the

wave” �ｨくことによってWoolfは，作品の構図

をゆるぎないものとすることができたのであり，

人物各々のr波」の個性を深く掘り下げる余裕を

獲得したのではないだろうか。

　Bemardが“the　wave”を獲得するプロセスは，

C．G．Jungのいういわゆる個性化過程に相当する。

これについては，又稿を改めたい。特に“the

wave” ﾆ“the　sea”の関係によって強調されるこ

とになるのはBemardと他者との無意識的レベル

にお」ける絆である。彼が獲得した“the　wave”と

は，個人が，周囲の他者を拒否することをやめ受

容することによって，全人類の中の個人であるこ

とに覚醒し，個人の中に全体を含むことを強く感

じて，それによって，自己を断片化する力から解

放された状態，すなわち他者と連続する存在にな

ることによって全体性をもちながら自由な状態を

云うのである。個性化過程はきわめて複雑な個人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ的な体験であり，WoolfとBemardが互いに協力

しあいながら，認識と表現を獲得したのだといえ

るのではないだろうか。

　さて，Bemardが自らの裡に“the　wave”を獲

得したということは，他者との連続性を獲得した

ことになるのであり，r孤独」をすでに克服した

状態にあるはずだと言わなければならない。Woolf

はBernardの最後の言葉を，D　nではいったん，

“O　Death！”と書きながら，作品の完成が間近

になってから“O　solitude．”という言葉にしょう

と考えていたことが，1930年12月22日の日記に記
　　　　　　レされている。翌年の2月4日の日記では，再び，

Bernardに“O　Death．”といわせるつもりだ
と書いている19この間に“O　solitude．”と“O

Death．”という言葉の取捨選択に作者が迷ってい
　　　　　　　　　　　　　　　　ほゆたと考えることは許されるであろう。ふたつの表

現を較べると，“O　solitude・”の方が，作者の，

よりナイーブな生活感情を表す言葉だとすれば，
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“O　Death！”は小説の執筆と推敲が進むにつれ

て，作者が勝ち得た表現であるといえる。それは，

Woolfが上述してきたようなr波」の取り扱いに

拠って，“stretching　the　mind”を経て，Bemard

に“the　wave”を獲得させた結果による，すな

わち，芸術が可能にした選択であったということ

ができる。　r芸術が人生を模倣する」のではなく

r人生が芸術を模倣する」のだという言葉は，こ

のプロセスに見事にあてはまるのである。

　忘れてはならないのは，　r波」の結語は，答を

見い出すための方法を求めて全身全霊をこめた探

求と創造への努力の結果見い出されたことである。

モダニズムの作家たちを駆りたてたのは，失われ

た共通のリアリティを作品を通して再発見しょう

とする願望であった。Woolfの場合は，彼女の小

説は読者についての真実をも語るはずだという意
　　　　　　　　　　識があったのであり，我々はWoolfを読みながら

自分自身を読むことになる。これがVirginia

Woolfという作家の，読者の心をひきつけてやま

ない魅力であると私は思う。

　さいごに，日本語では，r波」，あるいはr一つ

の波」という表現が，英語では，　the　waves，

the　wave，waves，wave，a　wave，one　wave，

each　wave，every　wave，と様々の形をとりう

ること，Woolfがそれを最大限に活用したことを

書きとめておきたい。丁舵四αve3は，英語を母

国語とする，モダニズムの作家によってこそ可能

な作品だったのである。　r方法を見い出すことに

よって真実が近ずいてくる」，又は，r人生が芸術

を模倣する」という表現があてはまるモダニズム

の作品の好例を，ここに見ることができると私は

思う。

　Pe’∫cαπG痂｛∫εε‘o　EurρpeαπL詑eγα加re

　　（Penguin　Books，1983），p．72．

｛61Woolf・Tゐe四αγe5－Tたe伽〇五〇Jo8ταPん

　dアα∫オ5Jrσ”5c励ed　o認εdfJed6J　J．毘

　Grαゐα，π　（Toronto　and　Buffalo，University

　of　Toronto　Press，1986），pp．6～7．

　以下Draft　I，Draft　Hからの引用は本書に拠る。

　又，引用は原典の写真なので強調は下線による。

17）Woolf，丁五e四αッe3（London，Hogarth　Press，

　1963），p．5，ε皿p加3fεα面ε肱以下丁加四砂e5

　からの引用はすべて本書に拠る。引用が写真によ

　る場合は強調は下線による。

（81Woolf，丁漉Dめrg　oブy∫r8∫π∫αWoo嬬vol．皿

　1925－1930　（London，The　Hogarth　Press，

　1980），P．339．

（91Woolf，TんεD∫α瑠of　y囎加αWooJA　voL

　W　　1931－1935　（London，The　Hogarth　Press，

　1982），P・10。

1”　“O　solitude”から“O　Death！”への変更に

　ついては，既に中野美知子氏が論じているが，変

　更の必然性をWoolfのr時」の概念の成熟に見て

　いる。

　　中野美知子　r『波」のイメージと持問一r内」

　からr外」への変化一，「文学研究」4号，（r文学

　研究」同人，1975）

（11｝例えばOr∫α雇。；ハB∫08fαpんgでは，36歳で三

　百有余年を生き，途中で男性から女性に転性する

　人物を主人公にしながら，彼の中には，一人の人

　間というより無数の人間がいるのだとして，作品

　に一種の人類史的な趣きを与えている。

　Woolf，Or’αηdo；ハB∫08rop五」　（New　York，

　Sigηet　Classic，　1960），p．201．

〔注〕

（1）　David　Lodge，　〃odeεor　Modem　Wア甜㎏

　（London，Edward　Arnold　LTD，1979），pp．45～

　46．

12）　∫ゐ‘肱，　p．48，

（3）　16∫d．，　p．70．

14）Virginia　Woolf，“Mr　Be㎜et　and　Mrs．

　Brown．”ノ1MαJe”：f5∫Reαdε7，　ed．Peter

　Fau1㎞er（London，B．T。Batestord1986），

　p．127．

（5）J．McFarlane，“The　Mind　of　Modernism，”


